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被
保
険
者
な
ら
び
に
ご
家
族
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
平
素
よ
り
当
健
康
保
険
組
合
の
事
業
運
営
に
ご

理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

全
世
代
型
社
会
保
障
の
構
築
が
正
念
場
に

本
格
的
な
「
少
子
高
齢
化
・
人
口
減
少
時
代
」
を
迎
え

る
歴
史
的
転
換
期
に
お
い
て
、「
全
世
代
型
社
会
保
障
」
の

構
築
に
向
け
た
議
論
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
令
和
４
年

12
月
に
は
「
全
世
代
型
社
会
保
障
構
築
会
議
報
告
書
」
が

ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。
報
告
書
で
は
、
目
指
す
べ
き
社
会
の

将
来
方
向
と
し
て
、「
少
子
化・人
口
減
少
」
の
流
れ
を
変
え
、

こ
れ
か
ら
も
続
く
超
高
齢
社
会
に
備
え
て
社
会
の
持
続
可

能
性
を
高
め
る
対
応
も
強
化
す
る
と
と
も
に
、「
地
域
の
支

え
合
い
」
を
強
め
る
こ
と
を
挙
げ
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
基
づ
き
、
政
府
は
全
世
代
対
応
型
の
持
続
的
な

社
会
保
障
制
度
を
構
築
す
る
た
め
に
、
健
康
保
険
法
等
の

改
正
案
を
今
国
会
に
提
出
し
て
い
ま
す
。
法
案
の
具
体
的

な
内
容
と
し
て
は
、
出
産
育
児
一
時
金
に
対
す
る
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
か
ら
の
支
援
金
の
導
入
、
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
に
お
け
る
後
期
高
齢
者
負
担
率
の
見
直
し
、
前
期
高

齢
者
の
医
療
給
付
費
に
つ
い
て
被
用
者
保
険
者
間
で
報
酬

水
準
に
応
じ
て
調
整
す
る
仕
組
み
の
導
入
、
都
道
府
県
が

か
か
り
つ
け
医
機
能
を
確
認
・
情
報
提
供
す
る
基
盤
の
整

備
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

改
正
案
は
医
療
保
険
・
医
療
提
供
体
制
改
革
の
第
一
歩

に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
現
役
世
代
の
負
担
軽
減
の
確
実
な
実
施
、

効
果
的
な
か
か
り
つ
け
医
制
度
に
向
け
て
、
さ
ら
に
改
革

を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
負
担
の
公
平
化
、
医

療
費
適
正
化
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
子
供
・
子
育
て
支

援
の
充
実
や
働
き
方
を
問
わ
な
い
社
会
保
障
制
度
の
構
築

に
向
け
た
取
り
組
み
を
着
実
に
進
め
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

健
康
保
険
証
を
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
一
体
化

政
府
は
、
現
在
使
わ
れ
て
い
る
健
康
保
険
証
を
令
和
６

年
の
秋
を
め
ど
に
廃
止
す
る
こ
と
を
目
指
し
、
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
と
健
康
保
険
証
の
一
体
化
に
向
け
た
整
備
を
進
め

て
い
ま
す
。
令
和
５
年
４
月
か
ら
は
、
医
療
機
関
の
窓
口
で

の
医
療
保
険
の
資
格
確
認
に
「
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
」
が

義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
健
康
保
険
証
と
し
て
登
録
・
利

用
す
る
メ
リ
ッ
ト
は
大
き
く
分
け
て
５
つ
あ
り
ま
す
。

１
つ
目
は
、
患
者
本
人
の
同
意
を
得
た
上
で
医
療
機
関
・

薬
局
が
患
者
の
特
定
健
診
・
薬
剤
・
診
療
情
報
を
閲
覧
す

る
こ
と
が
可
能
に
な
る
た
め
、
医
師
・
薬
剤
師
か
ら
自
身
の

情
報
に
基
づ
い
た
総
合
的
な
診
断
や
、
重
複
す
る
投
薬
を

回
避
し
た
適
切
な
処
方
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

２
つ
目
は
、
高
額
な
医
療
費
が
発
生
す
る
場
合
に
、
患

者
の
高
額
療
養
費
の
限
度
額
情
報
を
医
療
機
関
に
提
供
す
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マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と

健
康
保
険
証
の
一
体
化
に
よ
り

健
康
保
険
証
の
一
体
化
に
よ
り

医
療
の
質
の
向
上
へ

医
療
の
質
の
向
上
へ

る
こ
と
で
、「
限
度
額
適
用
認
定
証
」
を
窓
口
で
提
示
し
な

く
て
も
限
度
額
を
超
え
る
支
払
い
が
免
除
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

３
つ
目
は
、
就
職
・
転
職
・
引
っ
越
し
を
し
た
場
合
で
も

健
康
保
険
証
と
し
て
ず
っ
と
使
え
る
こ
と
で
す
。
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
と
個
人
の
情
報
が
ひ
も
付
い
て
い
る
た
め
、
健

康
保
険
証
の
切
り
替
え
や
更
新
の
手
続
き
を
行
う
必
要
が

な
く
な
り
、
そ
の
ま
ま
使
い
続
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

４
つ
目
は
、
確
定
申
告
時
の
医
療
費
控
除
の
手
続
き
で
、

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
とｅ
Ｔａ
ｘ
を
連
携
す
る
こ
と
で
、
医
療

費
情
報
を
自
動
入
力
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
こ
と
で
す
。

医
療
費
の
領
収
書
を
管
理
す
る
必
要
が
な
く
な
り
、
オ
ン

ラ
イ
ン
で
申
告
を
完
結
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

５
つ
目
は
、「
顔
認
証
付
き
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
」
に
よ
っ

て
医
療
機
関
・
薬
局
で
の
受
付
が
自
動
化
さ
れ
、
本
人
確

認
が
徹
底
さ
れ
る
と
と
も
に
、
ス
ム
ー
ズ
な
診
療
に
つ
な
が

り
ま
す
。

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
面
で
不
安
と
い
う
声
も
聞
か
れ
ま
す

が
、
政
府
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
方
式
の
場
合
、
顔
認
証

付
き
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
で
顔
認
証
や
暗
証
番
号
に
よ
り
認

証
す
る
た
め
、
顔
写
真
な
し
・
手
渡
し
で
資
格
確
認
が
行

わ
れ
る
従
来
の
健
康
保
険
証
よ
り
も
悪
用
さ
れ
に
く
く
な

る
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
社
会
保
障
制
度
の
改
革
に
向
け
た
議
論
が

進
め
ら
れ
て
い
る
過
渡
期
の
中
で
、
当
健
康
保
険
組
合
と
し

て
は
議
論
の
行
方
を
注
視
し
、
必
要
な
対
応
を
順
次
行
っ
て

ま
い
り
ま
す
。
被
保
険
者
な
ら
び
に
ご
家
族
の
皆
さ
ま
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
ご
自
身
の
健
康
づ
く
り
、
医
療
費
の
節
減

に
引
き
続
き
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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健康保険分

介護保険分

収　　　入（千円）
保 険 料 1,342,430
国庫負担金収入・他 319
調 整 保 険 料 収 入 17,733
国 庫 補 助 金 収 入 374
財政調整事業交付金 7,467
雑 収 入 410
合　　　　計 1,368,733

支　　　出（千円）
事 務 費 54,717
保 険 給 付 費 635,101
法 定 給 付 費 624 ,000
付 加 給 付 費 11 ,101

納 付 金 555,757
前期高齢者納付金 244 ,608
後期高齢者支援金 311 ,143
そ の 他 6

保 健 事 業 費 54,442
還 付 金 ・ 営 繕 費 4
財政調整事業拠出金 17,733
連 合 会 費 724
積 立 金 542
雑 支 出 171
予 備 費 49,542
合　　　　計 1,368,733

介護保険料
1億2,934万3千円

介護納付金
1億1,777万円

予備費
1,157万3千円

雑収入　1千円

収入合計
1億2,934万4千円

支出合計
1億2,934万4千円

介護保険料還付金
1千円

保険給付費
（46.4％）

納付金
（40.6％）

保険料
（98.1％）

収　入 支　出

予備費（3.6％）

事務費（4.0％）

保健事業費（4.0％）

調
整
保
険
料
収
入（
１・
３
％
）

そ
の
他（
０・
６
％
）

そ
の
他（
１・
４
％
）

保険料
毎月の給与とボーナスから納めてい
ただく健保組合の主要財源です。「基
本保険料」は皆さまの医療費などに
使われ、「特定保険料」は高齢者の
医療費を支えるために使われます。

保険給付費
医療費の給付や出産、死亡時の一時
金の給付などをするための費用です。

令和５年度 収入支出予算概要

収入と支出の割合

納付金
65～74歳の人が対象の前期高齢者
医療制度への納付金と 75歳以上の
人が対象の後期高齢者医療に対する
支援金などです。

介護保険料
40～64歳の被保険者が負担してい
る介護保険の保険料です。

介護納付金
市区町村に介護保険の財源として配
分するために健保組合が負担する納
付金です。

経常収入合計 13億4.330万7千円 － 経常支出合計 13億145万円 ＝ 経常収支差引額 4,185万円



実施項目 対象者 対象年齢 概　　　　要

生活習慣病予防健診 一般被保険者 35-39歳 35歳～39歳の一般被保険者を対象に実施

生活習慣病予防健診（特定健康診査） 一般被保険者 40-74歳 40歳～74歳の一般被保険者を対象に実施（付加健診除く）

ＨｂＡ1ｃ 一般被保険者 全年齢 一般被保険者全員に実施（職員健診に追加）

付加健診 一般被保険者 40-70歳 40歳以上の一般被保険者を対象に、５歳ごとに実施

特定健康診査 一般被扶養者・任継 40-74歳 4月1日に資格を有している40歳～74歳の一般被扶養者、任
意継続被保険者・被扶養者に実施

日帰りドック 一般被扶養者・任継 40-74歳 4月1日に資格を有している40歳～74歳の一般被扶養者、任
意継続被保険者・被扶養者に実施

特定保健指導：積極的支援 被保険者・被扶養者
（任継含む） 40-74歳 健康診断の結果「積極的支援レベル」と判定された方を対

象に実施

特定保健指導：動機付け支援 被保険者・被扶養者
（任継含む） 40-74歳 健康診断の結果「動機付け支援レベル」と判定された方を

対象に実施

がん検診補完検査１
　胸部ＣＴ 一般被保険者 40-70歳 付加健診対象者に実施

　腫瘍マーカー　

一般男性被保険者 40-74歳 男性：AFP・CA19-9・PSA

一般女性被保険者 40-74歳 女性：AFP・CA19-9

任継被保険者・被扶養者 40歳以上（男性） AFP・CA19-9・PSA

任継被保険者・被扶養者 40歳以上（女性） AFP・CA19-9
がん検診補完検査２
　ピロリ菌検査　 一般被保険者 35歳以上 35歳以上の被保険者に実施 

　ピロリ菌除菌　 一般被保険者 35歳以上 検査結果陽性者に実施

婦人科検診１

　子宮頸がん検診
一般女性被保険者 全年齢 内診・視触診・HPV検査

任継被保険者・被扶養者 40歳以上（女性） 内診・視触診・HPV検査

婦人科検診 2

　乳がん検診

一般女性被保険者 29歳以下 乳腺エコーのみ

一般女性被保険者 30-39歳 マンモ 1方向必須　乳腺エコーオプション

一般女性被保険者 40-49歳 マンモ 2方向必須　乳腺エコーオプション

一般女性被保険者 50-74歳 マンモ 1方向必須　乳腺エコーオプション

任継被保険者・被扶養者 40-49歳 マンモ 2方向必須　乳腺エコーオプション

任継被保険者・被扶養者 50-74歳 マンモ 1方向必須　乳腺エコーオプション

インフルエンザ等
予防接種

一般被保険者 全年齢 一般被保険者全員に実施
特定健診受診者にインセンティブ（インフルエンザ・肺炎
球菌予防接種）一般被扶養者・任継 40歳以上

対象年齢 対象生年月日
40歳 S.58（1983.4.2）～S.59（1984.4.1）

45歳 S.53（1978.4.2）～S.54（1979.4.1）

50歳 S.48（1973.4.2）～S.49（1974.4.1）

55歳 S.43（1968.4.2）～S.44（1969.4.1）

60歳 S.38（1963.4.2）～S.39（1964.4.1）

65歳 S.33（1958.4.2）～S.34（1959.4.1）

70歳 S.28（1953.4.2）～S.29（1954.4.1）

令和令和５５年度年度　保健事業概保健事業概要要

雪の聖母会健康保険組合　〒810-0001　福岡県福岡市中央区天神4-1-28　TEL：092-724-0908

当健保組合の
令和５年度の保健事業について

お知らせします。

特定健康診査事業

特定保健指導事業

疾病予防対策事業


